
　

広
島
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
十
九
年
十
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
知
事　

藤　
　

田　
　

雄　
　

山

広
島
県
条
例
第
五
十
五
号

　
　
　

広
島
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例

　

県
民
の
奉
仕
者
た
る
県
議
会
議
員
の
政
治
活
動
は
、
県
民
か
ら
の
信
頼
と
負
託
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

議
員
が
、
自
ら
を
律
す
る
厳
し
い
政
治
倫
理
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
公
正
か
つ
健
全
な
政
治

の
実
現
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
分
権
が
進
展
し
、
地
方
議
会
の
役
割
が
一
層
大
き
く
な
る
中
、
県
議
会
議
員
に
は
県
勢
進
展
の
た

め
の
重
大
な
使
命
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
高
い
倫
理
観
と
識
見
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
員
一
人
一
人
が
改
め
て
認
識
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
、
広
島
県
議
会
に
お
け
る
政
治
倫
理
の
確
立
と
議
会
制
民
主
主
義
の
健
全
な
発
展
を
期
し
て
、

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

　

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
広
島
県
議
会
議
員
（
以
下
「
議
員
」
と
い
う
。
）
の
責
務
及
び
行
為
規
範
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
政
治
の
根
幹
を
な
す
政
治
倫
理
の
確
立
を
期
す
る
と
と
も
に
、
広
島
県
議
会

（
以
下
「
議
会
」
と
い
う
。
）
の
権
威
と
名
誉
を
守
り
、
県
民
の
厳
粛
な
信
託
に
応
え
、
も
っ
て
清
廉

で
民
主
的
な
県
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

（
責
務
）

第
二
条　

議
員
は
、
県
民
の
信
託
を
受
け
た
代
表
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
の
行
動
を
厳
し
く
律

し
て
、
政
治
倫
理
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

議
員
は
、
時
代
の
要
請
に
的
確
に
対
応
で
き
る
識
見
を
養
う
と
と
も
に
、
常
に
県
民
全
体
の
福
祉
の

向
上
を
目
標
と
し
て
行
動
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
行
為
規
範
）

第
三
条　

議
員
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
百
号
）
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
等
の
諸
規
定
を
遵
守

す
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

議
員
の
品
位
と
名
誉
を
損
な
う
行
為
に
よ
り
、
県
民
の
議
会
に
対
す
る
信
頼
を
損
ね
な
い
こ
と
。

　

二　

公
正
を
疑
わ
れ
る
よ
う
な
金
品
の
授
受
を
行
わ
な
い
こ
と
。

　

三　

政
治
活
動
に
関
し
て
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。

　
　

イ　

道
義
的
な
批
判
を
受
け
る
よ
う
な
寄
附
を
受
け
る
行
為

　
　

ロ　

そ
の
資
金
管
理
団
体
（
政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
資
金
管
理
団
体
を
い

う
。
）
及
び
後
援
団
体
（
公
職
選
挙
法
第
百
九
十
九
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
後
援
団
体
を
い

う
。
）
に
前
イ
に
規
定
す
る
寄
附
を
受
け
さ
せ
る
行
為



　

四　

議
員
と
し
て
の
権
限
又
は
地
位
に
よ
る
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
利
益
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。

　
　

イ　

特
定
の
者
に
対
す
る
行
政
庁
の
処
分
又
は
県
若
し
く
は
県
が
出
資
し
て
い
る
法
人
が
締
結
す
る

売
買
、
賃
貸
、
請
負
そ
の
他
の
契
約
に
関
し
、
特
定
の
者
に
有
利
又
は
不
利
に
な
る
よ
う
働
き
か

け
る
行
為

　
　

ロ　

前
イ
に
定
め
る
行
為
の
ほ
か
、
公
務
員
及
び
県
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
役
職
員
の
公
正
な
職

務
の
執
行
を
妨
げ
る
行
為

２　

議
員
は
、
政
治
倫
理
に
関
し
、
政
治
的
又
は
道
義
的
な
批
判
を
受
け
た
と
き
は
、
真
摯
か
つ
誠
実
に

事
実
を
解
明
し
、
そ
の
責
任
を
進
ん
で
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
審
査
の
請
求
）

第
四
条　

議
員
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
行
為
規
範
に
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
議

員
が
あ
る
と
き
は
、
議
員
の
定
数
の
六
分
の
一
以
上
で
、
か
つ
、
二
以
上
の
会
派
の
議
員
の
連
署
に
よ

り
、
理
由
を
付
し
た
文
書
を
も
っ
て
広
島
県
議
会
議
長
（
以
下
「
議
長
」
と
い
う
。
）
に
審
査
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
審
査
会
の
設
置
）

第
五
条　

議
長
は
、
前
条
に
規
定
す
る
審
査
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
す
る
た
め
、
議
会

に
広
島
県
議
会
政
治
倫
理
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

審
査
会
は
、
委
員
十
二
人
以
内
で
組
織
す
る
。

３　

委
員
は
、
議
員
の
う
ち
か
ら
議
長
が
指
名
す
る
。

４　

委
員
の
任
期
は
、
当
該
審
査
が
終
了
す
る
ま
で
と
す
る
。

５　

審
査
会
に
委
員
長
及
び
副
委
員
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。

６　

委
員
は
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
正
不
偏
の
立
場
で
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

７　

委
員
又
は
委
員
で
あ
っ
た
者
は
、
第
一
項
の
審
査
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
。

　

（
審
査
会
の
運
営
等
）

第
六
条　

審
査
会
の
運
営
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

審
査
会
は
、
委
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

二　

審
査
会
の
会
議
の
議
事
は
、
委
員
長
を
除
く
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、

委
員
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

三　

前
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
審
査
会
は
、
審
査
の
請
求
を
さ
れ
た
議
員
（
以
下
「
被
審
査
議

員
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
、
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
規
範
に
反
し
、
政
治
的
又
は
道
義

的
に
責
任
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
で
、
こ
の
条
例
の
遵
守
、
出
席
自
粛
、
役
職
辞
任
又
は
議
員
辞
職

の
勧
告
、
文
書
警
告
、
全
員
委
員
会
で
の
陳
謝
そ
の
他
の
措
置
を
審
査
の
結
果
に
明
記
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
者
が
出
席
し
、
そ
の
四
分
の
三
以
上
の
者
の
同
意
を
要
す
る

も
の
と
す
る
。

し



　

四　

審
査
会
は
、
審
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
議
員
、
識
見
を
有
す
る
者
等
に
対
し
、
そ
の
出

席
を
求
め
て
意
見
若
し
く
は
事
情
を
聴
取
し
、
又
は
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

五　

被
審
査
議
員
は
、
審
査
会
か
ら
出
席
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
出
席
し
、
誠
実
に
答
え
る
義
務

を
負
う
。

　

六　

被
審
査
議
員
は
、
審
査
会
に
対
し
口
頭
又
は
文
書
に
よ
り
弁
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

七　

審
査
会
の
会
議
は
、
原
則
と
し
て
非
公
開
と
す
る
。

２　

審
査
会
は
、
前
項
第
三
号
に
定
め
る
措
置
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
で
、
被
審
査
議
員
の
名
誉
を
回
復

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

３　

審
査
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
そ
の
都
度
、
委
員
長
が
審
査
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

　

（
審
査
の
結
果
の
報
告
）

第
七
条　

審
査
会
の
委
員
長
は
、
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
議
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
審
査
の
結
果
の
通
知
）

第
八
条　

議
長
は
、
審
査
会
か
ら
審
査
の
結
果
の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
審
査
の
請
求
を
し
た
議
員
及

び
被
審
査
議
員
に
対
し
て
審
査
の
結
果
を
通
知
し
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
意
見
書
の
提
出
の
有
無

を
確
認
の
上
、
審
査
の
結
果
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
意
見
書
の
提
出
及
び
公
表
）

第
九
条　

被
審
査
議
員
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
議

長
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

議
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
審
査
の
結
果
の
公
表
に
当
た
り
、

意
見
書
の
全
部
又
は
概
要
を
併
せ
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
措
置
）

第
十
条　

議
長
は
、
審
査
会
か
ら
審
査
の
結
果
の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
審
査
会
が
必
要
と
認
め
る
措

置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

２　

議
長
は
、
前
項
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
委
任
）

第
十
一
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
別

に
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


